
　
　

雨
撲
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袍
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沙　
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兩
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壯
圖
一
蹶
無
窮
恨　
　

馬
立
斷
橋
看
落
花

解
説　

明
治
十
年
の
西
南
の
役
に
敗
れ
た
と
き
、
戦
争
の
激
し
さ
と
無
残
な

敗
北
の
心
境
を
詠
じ
た
も
の
。
作
者
は
熊
本
藩
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
多

感
な
と
き
に
、
維
新
に
出
会
っ
た
。
西
南
の
役
に
は
薩
軍
側
に
つ
き
小
隊
長

と
し
て
参
戦
し
、
田た

原ば
る

坂
の
決
戦
に
敗
れ
て
と
ら
わ
れ
た
。

語
釈　

※
戦
抱
…
軍
服
「
抱
」は
上
着
。
※
撲
＝
た
た
く
。
雨
が
激
し
く
降
る
。

※
沙
＝
ま
さ
ご
、
細
か
い
石
。
※
捲
＝
巻
と
同
じ
。
※
江
山
＝
山
と
川
。

※
十
里
＝
日
本
の
一
里
は
約
四
キ
ロ
。
※
両
三
家
＝
二
、
三
軒
の
家
。

※
壮
図
…
壮
大
な
企
て
。
官
軍
を
打
ち
破
ろ
う
と
す
る
心
意
気
。

※
一
鵬
＝
ひ
と
た
び
つ
ま
ず
く
こ
と
。
※
無
窮
＝
き
わ
ま
り
な
い
、

※
恨
＝
う
ら
み
、
残
念
に
思
う
こ
と
。
※
断
橋
＝
断
ち
切
れ
た
橋
。

通
釈　

雨
は
激
し
く
叩
き
つ
け
る
よ
う
に
軍
服
に
降
り
か
か
り
、
風
も
砂
を

巻
き
上
げ
る
様
に
吹
い
て
い
る
。
十
里
四
方
の
江
山
の
中
に
わ
ず
か
に
二
、

三
軒
の
家
が
見
え
る
ば
か
り
。
壮
大
な
計
画
も
思
い
通
り
に
な
ら
ず
、
今
こ

の
地
の
戦
い
に
敗
れ
て
限
り
な
い
恨
み
が
残
る
。
最
後
ま
で
と
も
に
戦
っ
て

く
れ
た
馬
を
断
橋
に
立
て
て
、
た
だ
落
ち
ゆ
く
花
を
見
る
の
で
あ
る
。

　

西せ
い
な
ん南

の
役え

き

陣じ
ん

中ち
ゅ
うの

作さ
く

（
佐さ

っ

さ々

友と
も
ふ
さ


房
）

雨あ
め

は　

戦せ
ん
ぽ
う袍

を　

撲う

ち　

風か
ぜ　

沙す
な

を　

捲ま

く

江こ
う
ざ
ん山　

十じ
ゅ
う
り里　

両
り
ょ
う　

三さ
ん

家か

壮そ
う

図と
　

一い
っ
け
つ蹶　

窮
き
わ
ま

り　

無な

き
の　

恨う
ら

み

馬う
ま

を　

断だ
ん

橋き
ょ
うに　

立た

て
て　

落ら
っ

花か

を　

看み

る


